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0. はじめに 
ウズベク語1にはいわゆる後置詞と呼ばれる品詞がたてられている。本稿の目的は、第一
に先行研究の後置詞の定義を整理し、それぞれの後置詞に対する考えを明らかにすること
である。第二に複数の格を支配するものに着目し、コーパス資料の分析によりその実態を
明らかにすることである。本文中のグロス、囲い線、例文番号、日本語訳は特にことわり
のない限り筆者によるものとする。本稿ではウズベク語の表記に対してキリル文字正書法
の転写を用いる2。また、先行研究内の表記も本稿の転写に統一する。 
 
0.1. ウズベク語の後置詞 
SVO構造を持つ英語における前置詞(with, for, in)のように、SOV構造を持つウズベク語
には後置詞と呼ばれる形式がある。 
 
(1) bu        ɔdam    bilan     iš-im           bɔr                                                        (庄垣内 1988: 831) 
       この     男            ～と        仕事-1SG       ある 
「私はこの人と仕事がある」 
     
後置詞の中には単独で使われ名詞の格を支配するものと、「名詞-所有人称接辞-格接辞」の
形で様々な意味を表すものがある。後置詞は、通言語的に以下のように定義されている。 
 
品詞の一つ。機能語(function word)の一種で、名詞あるいは名詞相当語句の後におかれ、後置詞句
(postpositional phrase)をつくることによって、文中の他の成分に対して、空間、時間、様態、比較、
統語など、さまざまな関係を示す。 
(亀井・河野・千野編 1996: 531) 
 
                                                   
1 チュルク語の 1種。主にウズベキスタン共和国で使用されている。チュルク語の中で、東方またはチャ
ガタイと呼ばれる言語グループに属する。母音音素は 6個。子音音素は 36個である。他のチュルク語と
違い母音調和は消失している。SOV の語順をもつ。以上、庄垣内 1988: 829-830要約。1992年にラテン文
字の新正書法が制定された。話者人口は約 2000万人である
(http://www.ethnologue.com/ethno_docs/distribution.asp?by=size より)。 
2 А=a Б=b В=w Г=g Д=d Е=e Ё=yɔ Ж=ž З=z И=i Й=y К=k Л=l М=m Н=n О=ɔ П=p Р=r С=s Т=t У=u Ф=f Х=x 
Ц=ts Ч=č Ш=š Э=e Ю=yu Я=ya Ў=o Қ=q Ғ=ɣ Ҳ=h ъ=ʔ (庄垣内 1988: 829 に従った、ただし НГ=ng, ъ=ʔとし
た。) 
志村 紀幸 
- 144 - 
 
 「名詞-所有人称接辞-格接辞」の形で使われる後置詞は、具体的な位置(空間)を表わす。 
(2) nima   učun                mening        ɔld-im-ga      kel-ma-di-ngiz                         (Raun 1969: 118) 
  何       ～のために        1SG.GEN         前-1SG-DAT       来る-NEG-PST-2PL 
「どうして私に会いに来てくれなかったのか」                                                    
 
ウズベク語において、後置詞は特筆すべき品詞であると筆者は考える。なぜなら後置詞
に、後述する所有人称接辞や格接辞が付属することで、様々な形態をとることができるか
らである。名詞の後ろに所有人称接辞が付属し、その名詞が誰の(何の)ものであるかを示
す。所有人称接辞を以下の表にまとめる。左側は子音で終わる名詞に接続する場合、右側
は母音で終わる名詞に接続する場合を表わす。 
 
表 1: 所有人称接辞 
 単数 複数 
1 人称 -im/-m -imiz/-miz 
2 人称 -ing/-ng -ingiz/-ngiz 
3 人称 -i/-si -lari 
(庄垣内 1988: 830を参考に筆者作成) 
 
格接辞については庄垣内(1988)の記述を以下にまとめる。 
 
名詞の格接尾辞は、トルコ語と同じく 5つの形態素からなり、対格-ni (～を)、属格-ning 
(～の)、与格-ga, -ka, -qa (～に)、位格-da, -ta (～に、で)、奪格-dan, -tan (～から)である。 
(庄垣内 1988: 830要約) 
 
1. 先行研究 
 ウズベク語に関する先行研究である Raun(1969) と Решетов(1966) における後置詞の記
述箇所を要約する。1.1で取り上げる Raun(1969) は英語で書かれたウズベク語の入門書で
あり、先述したように「名詞+所有人称接辞+格接辞」も後置詞として扱っている。1.2 の
Решетов(1966) はウズベク語の概説であり、補助詞(служебные слова)の中の一つとして後
置詞を取り上げている。卒業論文で取り扱ったMamatov(2011)は紙面の都合上省略する。 
 
1.1. Raun (1969) 
 Raun(1969)では「後置詞がどの格を支配するか」という点から分類がなされている。格
支配を具体的に言うと、主格支配(-Ø)3、属格支配(-ning)、与格支配(-ga)、奪格支配(-dan)
の 4 つである。後述する Решетов(1966)とは異なる基準による分類であり、取り上げてい
る後置詞にも若干の違いが見られる。なお、Raun (1969)はキリル文字の発音通りにラテン
                                                   
3 ウズベク語には主格マーカーがない。 
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文字表記がされており、本稿の表記と異なるため、本稿で用いる転写法に従って筆者が改
めた。 
 
(3) siz-lar    iš-ni             na     qadar      bayar-di-ngiz?                                            (Raun 1969: 124) 
2PL          仕事-ACC      何        ～まで      する-PST-2PL 
「どの程度まで仕事を終えましたか」 
 
Raun(1969: 132)によると、後置詞に 3人称接辞である -i が付くことにより前の名詞の属
格の使用が促されている。この -i が付く名詞は、ロシアの文法学者によって「名詞後置
詞」または「補助名詞」と呼ばれている。 
 
(4) daraxt-ning  tepa-si-da                                                                                             (Raun 1969: 132) 
      木-GEN            上部-3SG.POSS-LOC 
「木の上(にいる)」 
  
(5) un-ga        kora            sen    yaxši-rɔq                                                                  (Raun 1969: 137) 
      3SG-DAT      ～に比べて   2SG      良い-COMP 
「彼に比べて君は良い」 
 
(6) (bizning)   uy-imiz-ga              qadar    tɔš   yol  kel-gan                                    (Raun 1969: 137) 
1PL.GEN     家-1PL.POSS-DAT         ～まで    石     道      来る-PTCP 
「石の道が私達の家まで導いてくれる」 
 
1.2. Решетов (1966) 
以下はウズベク語の補助詞(служебные слова)について述べられている箇所の要約である。 
 
 ウズベク語の補助詞(служебные слова)には後置詞、接続詞、助詞(частицы)がある。後置詞は単純
語と複合語になることができる。後置詞はもっぱら名詞後置詞と動詞の語形から形成される後置詞
から成り立つ。 
(Решетов 1966: 356) 
 
Решетов(1966)において後置詞は 3種類に分類されており、それぞれ、単独で用いて格支
配しないもの、単独で用いて格支配するもの、所有接辞と格接辞を伴うもの(名詞後置詞)
である。 
 
(7) sen      tufayli         keč      kel-di-m                                                             (Решетов 1966: 356) 
2SG       ～が原因で   遅く     来る-PST-1SG 
「君のせいで私は遅れた」 
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(8) siz-dan     keyin                                                                                                 (Решетов 1966: 356) 
2PL-ABL      …のあとで 
「あなたの後」 
 
「名詞後置詞」は独立した語であり、所有接辞を伴い、位格、与格、奪格において現れ
ると述べられている。名詞後置詞は場所名詞であることが多い。これらは、亀井・河野・
千野(1996)における「空間」を表わすものである。 
 
(9) student-lar      ɔra-si-da                                                                                     (Решетов 1966: 356) 
生徒-PL         間-3SG.POSS-LOC 
「生徒の間に」 
 
(10) uy         orta-si-da                                                                                               (Решетов 1966: 356) 
        部屋     真ん中-3SG.POSS-LOC 
「部屋の真ん中」 
 
最後にそれぞれの先行研究についてまとめる。Raun(1969)は格支配を基準に分類を行っ
ている。挙げられている後置詞の数も多く、学習書としての役割を果たしている。
Решетов(1966)は格支配だけでなく、単独で用いられるかどうかという点からも分類を行っ
ている。ただし、挙げられている後置詞がやや少ない。 
 
2. 調査 
先行研究内の後置詞の中で二つの格を支配するものがある。これらの後置詞は格支配が
異なると後置詞自体の形態も異なる。実際に使用されている例文中で、二つの格支配の傾
向を見て、その違いを探るために調査を行う。 
 
2.1. 調査方法 
 ウズベク語の BBC サイト内の、国内に関する 10月 16日から 11月 30日の間の記事を対
象に以下の語を調べた。なお、調査はサイト内の記事を Microsoft Wordファイルに保存し、
検索機能を用いて手作業で対象となる語を検索した。その際、他の語の一部であるものは
除いた。検索の対象とした後置詞は次の通りである。 
 
qarši 「〜に逆らって」  主格支配/与格支配    singari 「〜のような         主格支配/属格支配 
qadar 「〜まで」   主格支配/与格支配               tɔmɔn 「〜に対して」      主格支配/与格支配 
kora 「〜によると、〜と比較して」与格支配/奪格支配 
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2.2. 調査結果 
調査結果を表 2に示す。 
 
表 2: 調査結果 
 主格支配 属格支配 与格支配 奪格支配 その他4 計 
qarši 4  60   64 
singari 10 0    10 
qadar 3  8   11 
tɔmɔn 81  0  3 84 
kora   164 5  169 
計 98 0 232 5 3 338 
 
 二つの格を支配すると先行研究で述べられているものを調査対象とした。調査の結果と
しては「まったく片方の格が出てこないもの」、「極端に片方の使用が多いもの」が顕著で
あった。両方の格がバランスよく現れているものもあるが、データが少なく、さらなる調
査が必要である。 
 
2.2.1. qarši 
主格支配の例 
(11) korsatuw-da   telekamera        qarši-si-da                     
番組-LOC           テレビカメラ      〜に対して-POSS-LOC      
 
Xudɔyɔrɔwa-ning   ozi      paydɔ    bol-gan             wa             Ozbek           rasmiy-lar-i 
NAME-GEN                   自身    見える     なる-PTCP           そして        ウズベク         公式な-PL-POSS   
 
uning        boy-ni-ga           qoy-gan     barča       ayblɔw-lar-ni       tan   ɔl-gan                        (11/5) 
3SG.GEN       成長-ACC-DAT       置く-PTCP     誰もが      非難-PL-ACC            理解する -PTCP 
「番組のテレビカメラに対してフドヨロバ自身が現れて、ウズベクが公式な成長に置かれ
誰もが非難を理解した」 
 
与格支配の例 
(12) 1992  yil-da    Šukrullɔ  Mirsaidɔwga  qarši              "tɔwlamačilik  wa     pɔraxorlik"  
1992   年-LOC      NAME         NAME-DAT          〜に対して       詐欺                 〜と    収賄 
 
ayb-lar-i           bilan    yirik      žinɔyat    iš-i                          ɔčil-a-di                                        (11/2) 
罪-PL-3.POSS        〜と      重大な    犯罪         こと-3SG.POSS            求刑される-PRS-3SG 
                                                   
4 慣用句のことである。 
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「1992年にシュクルッロ・ミルサイドブに対して詐欺と収賄の罪と重大な犯罪をしたこと
で求刑される」 
 
2.2.2. singari 
主格支配の例 
(13) oyla-š-im-ča,                                   ilm-fan           ɔlam-i-da-gi                        
考える-NMLZ-1SG.POSS-副詞化          科学と学習       世界-3SG.POS-LOC-〜の   
 
kop                      kašfiyɔt-lar    singari, …                                                                                   (11/19) 
多く、もっと        発見                〜のような 
  「私の考えでは、科学と学習世界の多くの発見のような…」 
 
2.2.3. qadar 
主格支配の例 
(14) ular      pul  učun               kel-a-di-lar,                  
3SG-PL    金     〜のために      来る-PRS-3-PL   
 
deyiš  bir  qadar   žon       talqin  emas-mi-kan                                                                        (10/31) 
言う     1     〜まで    単純な   信仰      〜ではない 
「彼らは金のためにやってくる、1まで言い、単純な信仰ではない」 
 
与格支配の例 
(15) šu     yil  ɔxiri-ga     qadar    ikki  dawlat                                                                             (11/2) 
この   年    最後-DAT     〜まで    2       富 
「この年の最後までは 2つの富が」 
 
2.2.4. tɔmɔn 
主格支配の例 
(16) bu     iš        učun             hukumat   tɔmɔnidan  
この   仕事    〜のために     政府           〜によって 
 
katta        mablaɣ     ažrat-il-gan                                                                                                   (11/17) 
大きい      金額           分けられた-PASS-PTCP 
「この仕事のために政府によって多大な額が割り当てられた」 
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2.2.5. kora 
奪格支配の例 
(17) ayɔl-lar  kerakli  taškilɔt-lar-ga  oz    waqti-da   xabar    beriš-dan              kora,  
女性-PL     必要な    組織-PL-DAT        自身  時間-LOC     知らせ   与えること-ABL      〜によると 
 
Ozbekistɔn-ga            qarši  maʔlumɔt ber-ib,  
ウズベキスタン-DAT     上部    教育する-CVB 
 
buning ewaz-i-ga               pul   ɔl-iš-ni                           maʔqul      kor-gan-lar                         (11/5) 
この      見返り-3SG.POSS       金     受け取る-NMLZ-ACC           理由ある     試みる-PTCP-PL 
「女性に必要な機関の知らせによると、ウズベキスタン上部は教育し、この見返りに金を
受け取ることを理由ある試みだと…」 
 
2.3. 考察 
 先行研究内で 2つの格を支配するとされていた後置詞も、実際に調査をしてみると先行
研究と異なる点がわかった。 
・ 実際には主に片方の後置詞しか現れない。 
・ 両方現れるが、格支配によって意味が異なる。 
・ 与格と他の格を支配する場合、与格支配の方が多い。ただし tɔmɔn はそうではなく、
主格支配しか現れなかった。 
 
 格支配が変わるときに語の形態が変わるのかということは複合名詞が関係している。主
格支配の場合、前にくる名詞には何もマーカーが無いので、「名詞+名詞」の並びになって
しまう。このままだとどういう関係であるかわからないので、後ろの名詞に所有人称接辞
が付加され、複合名詞の形をとる。また、主格支配する際には後置詞に接辞が付加される
ので、主格支配であるとわかるものもある。 
 二つの格を支配する後置詞は、支配する格によって意味が異なる。例えば kora の場合、
与格支配する際は「〜によると」、奪格支配する際の意味は「〜と比べて」である。奪格支
配する場合の意味は「〜から、〜より」という風に離れていく意味になっている。格に関
係した意味となる。 
 
3. まとめ 
本稿は先行研究の比較、複数の格支配を持つ後置詞に関する調査、記述を行った。その
結果、先行研究それぞれの筆者の後置詞に関する考えが明らかとなった。後置詞に関する
論文をまとめることにより、これまで統一性のなかった後置詞という項がはっきりと浮か
び上がった。また、調査を行うことにより先行研究と実際の使用実態とのズレが明らかと
なった。 
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4. 今後の課題 
 ニュースサイトを対象に調査を行ったため、いくつか対話形式の記事があるものの、出
てこなかった用例もある。用例自体の数が少ないものは検索の対象を広げることで補える
ことができると思われるので、更なる調査を行いたい。 
 
略号一覧 
1, 2, 3      1, 2, 3person        1, 2, 3人称 
ABL         ablative                 奪格 
ACC         accusative             対格 
CAUS       causative               使役 
COMP      comparative         比較級 
CVB         converb                 副動詞 
DAT          dative                    与格 
FUT          future                    未来 
GEN         genitive                 属格 
IMP          imperative            命令 
LOC         locative                 位格 
NAME      proper name         固有名詞 
NEG         negative                否定 
NMLZ      nominalizer             名詞化 
PASS       passive                     受け身 
PL            plural                       複数 
POSS        possessive              所有 
PROG       progressive              進行アスペクト 
PRS          present                     現在 
PST          past                          過去 
PTCP        participle                 分詞 
Q              question marker      疑問 
SG            singular                    単数 
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